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まちの話題

長雲通信

お知らせ　ほか

玉黄金／集落の風景

2月号の主な内容

第１４回龍郷町民フェア

※詳細については、３月号へ掲載します。
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ま
ち
の
話
題

龍
郷
町
学
校
保
健
研
究
大
会

1/18

（金）

　

２
０
１
２
年
度
龍
郷
町
学
校
保
健
研
究
大
会
が
、
18
日
町

中
央
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

名
瀬
徳
洲
会
病
院
産
婦
人
科
医
師
の
小
田
切
幸
平
先
生
が

「
家
庭
に
お
け
る
性
教
育
」
と
題
し
て
講
演
し
、
産
婦
人
科

の
現
状
や
若
者
の
実
情
、
思
春
期
の
諸
問
題
な
ど
に
つ
い
て

解
説
し
た
ほ
か
、
成
長
に
応
じ
た
性
教
育
の
大
切
さ
を
訴
え

て
い
ま
し
た
。

文
化
財
防
火
デ
ー
訓
練

1/29

（火）

し
お
か
ぜ
市
場

2/1

（金）

　

こ
の
日
、
中
央
公
民
館
に
あ
る
高
倉
に
お
い
て

火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
、
教
育
委
員
会
職

員
、
中
央
公
民
館
職
員
、
文
化
財
保
護
審
議
員
、

龍
郷
消
防
分
署
員
、浦
消
防
分
団
員
が
参
加
し
て
、

防
火
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

参
加
者
達
は
万
が
一
の
事
態
に
備
え
、
発
見
・

通
報
・
初
期
消
火
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　

赤
尾
木
の
県
立
大
島
養
護
学
校
体
育
館
で
、「
し

お
か
ぜ
市
場
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
野
菜
や
お
皿
、
木
工
製
品
、
石
鹸

等
が
販
売
さ
れ
、
販
売
す
る
製
品
は
す
べ
て
養
護

学
校
の
高
等
部
の
生
徒
が
作
業
学
習
で
製
作
し
た

も
の
で
す
。

　

販
売
を
担
当
す
る
生
徒
た
ち
は
、
訪
れ
た
お
客

さ
ん
に
元
気
に
声
を
か
け
て
い
ま
し
た
。
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公共事業入札の公表 平成 24年 12月

平成２５年度龍郷町大島紬技能者・織工養成所指導員（嘱託員）募集

　下記により、指導員（嘱託員）採用面接を実施いたします。
１　職種／採用人員：大島紬技能者・織工養成所指導員（嘱託員）　／　２名
２　応募資格：①龍郷町内に住所を有している者
　　　　　　　②伝統工芸士の資格を有する者
３　面接日／場所：平成２５年３月下旬
　　　　　　　　　龍郷町商工会　★日時については、おって連絡いたします。
４　応募期間：平成２５年３月１日（金）～３月１５日（金）まで（土・日は除く）
　　※申込書は龍郷町商工会で配布いたします。　　
○お問い合わせ先　〒８９４－０１０２　龍郷町瀬留 906 番地
　　　　　　　　　龍郷町商工会　電話：６２- ２１３１



広報たつごう　6

長
雲
通
信
第 70 回

「
春
の
訪
れ
」

奄
美
自
然
観
察
の
森　

指
導
員　

宇
都
宮
英
之

　

１
月
は
往
ぬ
る
、
２
月
は
逃
げ
る
、

３
月
は
去
る
。
と
言
い
ま
す
。
年
明
け

か
ら
春
に
至
る
時
の
過
ぎ
ゆ
く
早
さ
を

表
現
し
た
も
の
で
す
。
学
校
の
３
学
期

も
押
し
迫
り
、
会
社
や
役
場
も
年
度
末

と
い
う
こ
と
で
事
業
の
閉
め
や
卒
業
な

ど
で
時
間
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
き
ま
す
。

　

今
年
の
サ
ク
ラ
は
例
年
よ
り
２
週
間

ほ
ど
早
く
咲
き
、
見
ご
ろ
も
約
２
週
間

早
く
な
っ
て
早
く
も
青
々
と
し
た
新
緑

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

余
り
の
変
化
の
早
さ
に
驚
か
れ
た
方

も
多
く
お
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
森

は
ル
リ
カ
ケ
ス
や
ア
カ
ヒ
ゲ
な
ど
の
野

鳥
の
繁
殖
時
期
で
賑
わ
い
ま
す
。

　

森
の
色
は
す
ぐ
に
萌
黄
色
に
変
わ
り

シ
イ
木
の
花
の
甘
い
香
り
に
包
ま
れ
て

い
く
で
し
ょ
う
。
農
業
で
は
カ
ボ
チ
ャ

か
ら
タ
ン
カ
ン
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
の
出
荷

が
忙
し
く
ヒ
ヨ
ド
リ
の
被
害
の
話
や
田

植
え
の
話
し
で
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

そ
し
て
世
界
も
日
本
も
い
ろ
ん
な
と

こ
ろ
で
大
き
く
変
化
を
迎
え
て
い
る
よ

う
に
も
思
え
る
の
で
す
。
先
月
に
は
世
界

自
然
遺
産
の
暫
定
リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
年
末
に
は
群
島
復
帰
60
周

年
と
国
立
公
園
化
の
予
定
に
な
っ
て
い
ま

す
。
１
月
の
世
界
自
然
遺
産
の
ニ
ュ
ー
ス

か
ら
年
末
の
国
立
公
園
の
ニ
ュ
ー
ス
ま
で

約
10
ヶ
月
あ
り
ま
す
。
防
災
や
環
境
に
つ

い
て
皆
で
将
来
は
こ
う
あ
り
た
い
と
い
う

意
見
を
話
し
合
う
に
は
充
分
な
余
裕
が
あ

る
１
年
間
だ
と
思
い
ま
す
。

　

さ
あ
春
は
出
会
い
と
別
れ
の
季
節
と
も

言
い
ま
す
。
若
者
た
ち
も
新
た
な
年
度
に

新
た
な
場
所
に
旅
立
っ
て
い
く
の
も
毎

年
の
春
の
恒
例
行
事
に
な
っ
て
い
ま

す
。
お
世
話
に
な
っ
た
先
生
方
に
も
お

別
れ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
し
て
新
た
な
出
会
い
が
あ
る
の
も

春
の
こ
の
季
節
で
す
。

　

ま
ず
安
心
が
あ
っ
て
、安
定
が
あ
り
、

そ
の
上
に
活
躍
が
あ
り
ま
す
。
今
年
は

も
う
天
災
は
い
り
ま
せ
ん
。
で
も
防
災

の
準
備
は
必
要
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
ご
健
康
と
ご

活
躍
を
期
待
い
た
し
ま
す
。

■
次
の
行
為
は
法
律
に
違
反
す
る
こ
と
を
ご

存
じ
で
す
か
？

①
自
家
用
車
で
人
を
運
び
金
品
を
受
け
取
る

こ
と
。

②
軽
ト
ラ
ッ
ク
事
業
者
が
荷
物
と
一
緒
に
人

を
運
ぶ
こ
と
。

③
運
転
代
行
業
者
が
代
行
車
（
随
伴
車
）
に

人
を
乗
せ
て
運
ぶ
こ
と
。

■
自
家
用
自
動
車
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
が

「
白
色
」ま
た
は「
黄
色
」）あ
る
い
は
、ト
ラ
ッ

ク
運
送
業
者
の
車
両
（
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

が
「
緑
色
」
ま
た
は
「
黒
色
」）
で
人
（
旅
客
）

を
運
送
し
、
金
品
を
受
け
取
る
行
為
は
法
律

に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
住
民
の
皆
さ
ん
は
、
右
記
車
両
を
バ
ス
や

タ
ク
シ
ー
代
わ
り
に
利
用
し
な
い
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

・
国
土
交
通
省　

九
州
運
輸
局
鹿
児
島
支
局

　

℡　

０
９
９
‐
２
６
１
‐
９
１
９
２

◆
国
土
交
通
省
鹿
児
島
運
輸
支
局

　

か
ら
の
お
願
い
。
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

ご
め
い
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

【
１
月
届
出
】

坂
元　

大
だ
い
す
け輔

本
間　

結ゆ
な菜

目
迫　

茉ま
り
か
梨
花

久
倉　

聖せ
ら
む
来
夢

長
谷
場　

優ゆう

嘉
渡

中
勝

中
勝

中
勝

大
勝

保
護
者
名

貴
行

正
嗣

伸良
太
郎

涼
太
郎

お
礼
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

・
上
戸
口
の
吉
村
忠
幸
さ
ん
か
ら
、
子　

吉
村
め

ぐ
み
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
玉
里
の
福
永
平と

し
ひ
さ久
さ
ん
か
ら
、
母　

福
永
ヒ
サ

子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
赤
尾
木
の
三
井
悦
子
さ
ん
か
ら
、
母　

大
迫
ト

ミ
ヱ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
大
勝
の
山
田
義
厚
さ
ん
か
ら
、
妻　

山
田
靜
子

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

・
秋
名
の
西
田
重
彦
さ
ん
か
ら
、
母　

西
田
三
重

子
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
金
一
封
。

お
礼
（
そ
の
他
団
体
）

【
１
月
届
出
】

阿
世
知　

安
グ
リ

石
井　

春
則

福
永　

ヒ
サ
子

大
迫　

ト
ミ
ヱ

山
田　

靜
子

（
96
）

（
97
）

（
88
）

（
95
）

（
81
）

安
木
屋
場

嘉
渡（
龍
郷
の
里
）

幾
里

赤
尾
木

大
勝

・
大
勝
の
山
田
義
厚
さ
ん
か
ら
、
妻　

山
田
靜
子

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
愛
寿
園
に
金
一
封
。

・
大
勝
の
山
田
義
厚
さ
ん
か
ら
、
妻　

山
田
靜
子

さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
大
勝
集
落
、
大
勝
老
人

ク
ラ
ブ
に
金
一
封
。

・
奄
美
市
の
山
田
稔
乃
さ
ん
か
ら
、
母　

竹
元
ツ

ヱ
さ
ん
の
香
典
返
し
と
し
て
龍
郷
集
落
に
金
一

封
。

　この制度は、大島本島内の高校にバス通学をす
る生徒の定期券購入費を助成するものです。
　必要な書類等を持参のうえ、申請をしてくださ
い。要件を満たしていますと「通学費補助許可証」
を発行いたします。
　なお、平成２５年４月からの助成額は全額とな
ります。

【助成の要件】
・生徒・保護者ともに龍郷町に住所があること
・保護者が、町税及び各種使用料をすべて納めて
いること

【申請に必要なもの】
・新２・３年生は現学年の在学証明書（コピー可）、
新１年生は合格証明書（コピー可）
・申請者（生徒もしくは保護者）の印鑑
【申請期間】
３月１日 ( 金 ) ～３月２９日 ( 金 )
※新２・３年生は３月購入分から新年度許可証を
使用できます

【申請・お問い合わせ先】
　役場企画財政課　電話 69-4512（直通）

高校生バス通学費助成のお知らせ

龍郷町の人口
平成25年 1月末現在

世帯数

人　口

　男

　女

前月比

2,988

6,181
　
2,973

3,208

-4
　
-5

0

-5

広 

報 

送 

付 

お 

礼

・
愛
知
県
の
荒
垣
義
満
さ
ん
か
ら
金
一
封
。
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日 行　事　名　等 時　　間 場　　所

１（金）キッズクラブ 10：00～ どぅくさや館
５（火）元気はつらつ教室 13：30～ 〃

７（木）
１歳６か月児健診 13：00～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30～ 〃

12（火）
じゃがいも会 13：30～ 〃
元気はつらつ教室 13：30～ 〃

13（水）母子歯科相談 13：30～ 〃
14（木）でぃでぃクラブ 13：30～ 〃
19（火）元気はつらつ教室 13：30～ 〃
20（水）在宅介護家族会の集い 15：10～ 中央公民館
21（木）でぃでぃクラブ 13：30～ どぅくさや館
22（金）キッズクラブ 10：00～ 〃

26（火）
元気はつらつ教室 13：30～ 〃
お腹すっきり運動教室 19：30～ 〃

28（木）
じゃがいも会 13：30～ 〃
でぃでぃクラブ 13：30～ 〃

３月行事予定表

★
時
間
は
放
送
等
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

★
高
齢
者
の
健
康
増
進
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

３月のどぅくさ会 時間　午前９時半～ /午後２時～

場所　各集落公民館

※行事は変更になる場合があります。あらかじめご確認ください。

　

円
滑
化
法
が
本
年
３
月
末
に
期
限
を
迎
え

ま
す
。

【
金
融
庁
の
検
査
・
監
督
の
方
針
（
骨
子
）】

●
金
融
機
関
が
貸
付
条
件
変
更
等
に
努
め
る

べ
き
こ
と
、
期
限
到
来
後
も
何
ら
変
わ
り
ま

せ
ん
。

●
金
融
検
査
・
監
督
の
ス
タ
ン
ス
は
、
期
限

到
来
後
も
変
わ
ら
ず
、
金
融
機
関
に
は
、
借

り
手
の
経
営
課
題
に
応
じ
た
解
決
策
を
、
借

り
手
の
立
場
で
提
案
し
、
時
間
を
か
け
て
実

行
支
援
す
る
よ
う
促
し
ま
す
。

※
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
金
融
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
て
御
確
認
す
る
か
、
九
州
財
務

局
鹿
児
島
財
務
事
務
所
理
財
課
（
電
話　

０
９
９
‐
２
２
６
‐
６
１
５
５
）
ま
で
御
照

会
く
だ
さ
い
。

◆
中
小
企
業
金
融
円
滑
化
法
（
以

下
「
円
滑
化
法
」
）
の
期
限
到
来
（
本

年
３
月
末
）
後
の
検
査
・
監
督
の

方
針
に
つ
い
て
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玉黄金

満
一
歳
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
子
た
ち
に

誇
れ
る
町
を
み
ん
な
で
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

２
月
生
ま
れ

竹本　優菜
たけもと　  ゆうな

Ｈ２４. ２. １４　生

父 貴志　母 智美　赤尾木

ちゃん 森田　空也
もりた　　  くうや

Ｈ２４. ２. ８　生

父 智也　母 静佳　秋名

くん  東中　琉生
ひがしなか　  るい

Ｈ２４. ２. ３　生

父 新吾　母 美鈴　中勝

くん

集シ
マ
ジ
マ落

の
風
景

～
龍
郷
町
に
は
20
の
集
落
が
あ
り
ま
す
。
交
通

網
が
整
備
さ
れ
る
以
前
は
、
集
落
間
の
移
動
・

交
流
は
容
易
で
は
な
く
、
集
落
ご
と
に
特
色
の

あ
る
文
化
や
歴
史
、
生
活
様
式
が
あ
り
ま
し
た
。

「
集
落
の
風
景
」
で
は
、
シ
マ
ジ
マ
の
歴
史
や
現

在
の
様
子
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
～

第
十
六
回
（
最
終
回
）

「
芦
徳
集
落
」

　

海
辺
に
沿
っ
て
民
家
が
細
長
く
展
開

す
る
集
落
で
、
赤
尾
木
湾
・
笠
利
湾
・

龍
郷
湾
な
ど
の
穏
や
か
な
湾
に
面
し
て

い
る
た
め
、
も
ず
く
、
ク
ル
マ
エ
ビ
、

か
つ
て
は
真
珠
の
養
殖
等
が
盛
ん
に
行

わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　

近
年
は
ホ
テ
ル
・
ダ
イ
ビ
ン
グ
業
が

進
出
し
、
別
荘
等
が
立
ち
並
ぶ
な
ど
、

リ
ゾ
ー
ト
用
地
と
し
て
注
目
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
か
、
他
の
集
落
と
比

較
し
て
本
土
か
ら
の
Ｉ
タ
ー
ン
者
の
割

合
が
多
く
、
転
勤
族
等
を
含
め
る
と
約

１
割
は
他
市
町
村
の
出
身
者
が
占
め
る

よ
う
で
す
。

　

　

方
言
で
は
、「
ア
ッ
シ
ョ
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
が
、「
山
脚
の
所
に
集
落

が
点
在
し
て
い
る
」
こ
と
が
関
係
し
て

い
る
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

芦
徳
の
人
々
の
気
質
を
評
し
て
、「
ア
ッ

シ
ョ
着
だ
お
れ
」
と
い
い
、
芦
徳
人
の

身
綺
麗
な
一
面
を
表
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

　

本
町
の
名
誉
町
民
で
、
福
島
県
議
会

議
員
か
ら
参
議
院
議
員
、
衆
議
院
議
員

を
歴
任
し
、
福
島
県
い
わ
き
市
長
を
３

期
12
年
務
め
ら
れ
た
田
畑
金
光
氏
は
、

芦
徳
集
落
の
宇
天
と
い
う
地
区
の
ご
出

身
で
す
。

　　　　２９０人
　　　　１３４世帯
平 成 25 年 １ 月 末

ホテル・ダイビング業が進出する芦徳

倉崎海岸


